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第61回南木倶楽部全国勉強会（第146回大阪読書研究会）南木隆治（みなきたかはる）令和４年12月24日（土）

来年は、ますます世界が戦国時代であることが明瞭になる。

何が起きてもおかしくなく、誰の予測も当てにならない。

人類の99パーセントが滅亡したら、もしかしたらあなたが「新世界」の王になっているかもしれない。

と、そこまで言うと極論だが、一番大事なことはまず軍事。軍事力を背景にした抑止力は裏切らない。次に正し

い情報。激動期こそ、バタフライ効果がしばしば起きる。あなたが何を思うかで世界は動く。

ウクライナの教訓を無駄にしてはならない。武装を放棄したら侵略されるのだ。

防衛力増強を決めるのはよいが、なぜ税のことを言う必要がある？

愚かな増税をやめよ。相対的に30年間緊縮財政をやり、委縮した国だとの認識を持て。政府支出を増やせ。

生産、支出、分配、三面等価の原則。丹羽春喜先生を忘れるな。もっと早くケインズ政策を採るべきだった。

統一教会問題への対応は支離滅裂で、岸田政権の根幹が崩れた。

「国葬」を決めたこと以外、迅速な発言で、適切であったことを、岸田氏に見つけるほうが難しい。しかも、演

説が下手すぎ。支持率低下は当たり前。

しかし、この頼りない岸田政権だからこそ、来年「戦争」でなければ、「憲法改正」までできるかもしれない。

「戦争」なら、高市内閣に結局なるだろう。他に、誰が最高指揮官ができる？ いずれ、岸田、河野は去る。

「宗教団体との関係の持ち方は、これまでわが党は適切に行ってきた。」と最初に言うべきだった。霊感商法な

どを規制する法律は、安倍内閣が一番熱心に作ったことも言うべきだった。安倍元首相の方針通りにするともっ

と言えばよいのに、岸田氏は安倍氏がどれほど偉大だったか、まだわかっていない。わかる気もない。

日本人は誰もが皆大丈夫、だから自分も大丈夫、と思わせる人が首相でなければならない。

誰もが逃げ出したい国家が天下を取ることはできない。戦争に勝っていたら、日本はそういう国になれたか？

結局 民主主義 対 全体主義になるのか？ 民主主義の人類史的起源は？ 民主主義は奴隷制の中で確立した。

日本の制度は普遍性を持てるか？ 来るもの拒まず、戦争無しの縄文時代は持っていただろう。そうすると、ア

メリカへの不法移民（奴隷階級）流入は、人類史的にはどうなるか。またアメリカの崩壊は何を意味するか。

天皇制度に奴隷はいない。これが日本文明の本質。

（参照。高校世界史復習。Wiki↓）

古代ギリシアのアテナイでは、民会による直接民主主義が行われた。民会の参加はアテナイ市民権を持つ全成人男性で、奴隷・女性・移住者

は対象外であり、議論の後に多数決で決定された。アテナイでは王制から貴族制に移行後は、貴族のアレオパゴス会議（元老院）による支配が

行われ、民会の権限は限定的であった。紀元前7世紀にドラコンが従来の不文法を成文化し、貴族による法知識の独占が崩された。紀元前6
世紀、ソロンは市民の奴隷への転落を禁止し、全ての市民が民会に参加することを認める法律を制定した（ソロンの改革）ため、市民と奴隷が

明確に二分され、以後は市民間における自由と平等が保証された
[17]

。続いて紀元前5世紀、クレイステネスが僭主ヒッピアスを追放し、従来の

血縁による部族制から居住区（デーモス、デモクラシーの語源となった）制への移行、五百人評議会の設置、陶片追放の創設など、民主制の基

礎を確立した。更に紀元前462年、ペリクレス等がアレオパゴス会議の権限を剥奪した。しかしペルシア戦争後、ソフィスト等の批判で市民裁判

によりソクラテスが処刑されると、弟子のプラトンは民主主義は衆愚政治に陥る危険があると考え哲人政治を主張した。またアリストテレスは六

政体論を主張し、ポリテイア（国制）では「等しいものを等しく扱う」事が正義の本質とし、市民間の平等と相互支配（政治的支配）を重視したが、

主人の奴隷に対する支配（主人的支配）や親の子に対する支配（王政的支配）は擁護した
[18]

。これに対して後のストア派は自然法による奴隷を

含めた全ての人間の平等を説いた
[18]

。アテナイを含む古代ギリシア衰退後は、民主主義（大衆支配）は合理的な統治形態ではないと考える時

代が長く続いた。

（裁判関連）

＊ 来年は、南木は、田畑さんが準備してくださった「国旗バッジ剥奪訴訟」（司法による国旗バッジ剥奪と闘

う会）の運動にかなり注力する予定です。原告は田畑さん、日景さんと、南木。

＊ 『ブルーリボン訴訟』の、「裁判官忌避」は2度行った、回答は1月10日に出る。裁判官忌避が通らなかっ

たら、判決の日が示され、次は高裁になる。裁判官忌避が認められたら、次は大阪高裁。
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＊ （愛知トリエンナーレの）天皇陛下に向けるヘイト行為を許さない会」 の第2回口頭弁論。名古屋地裁12月19日

（月）にあった。南木は傍聴した。当方準備書面はブログに掲載。なお、この日、行って分かったが、当裁判終了

後、なんと、高須先生が、大村知事を逆提訴している裁判の、被告側、愛知県元本件を担当した局長の証人尋問

があり、応援に津田大介も来ていた。2 時間たっぷりあって、南木は傍聴した。高須先生の弁護士は果敢に攻め

ていた。

＊ 『フジ住宅』は最高裁が上告を棄却して、清水裁判長の判決を認めたため、以前のように自由に社員教育ができ

なくなっており、ゆゆしき事態である。フジ住宅の言論の自由、表現の自由は、司法によって侵害されている。

（状況）

「虎ノ門ニュース」、DHCが経営権をオリックスに売却したため、中止となり、また「フジ住宅裁判」が判決は

「ヘイト」を認めなかったが、「職場環境配慮義務違反」などという些末な観点によって、私企業の言論の自由、

経営の自由を奪うという異常な事態となった。状況的に「戦況」。としては決して楽観できないが、総合的観点

から、南木は楽観している。日本は必ず勝てる。世界で一番今安定して、ポテンシャルエネルギーを蓄えている

のは我が国、日本である。世界中、日本よりも滅茶苦茶である。適切な経済政策と、軍備増強、特に核武装（核

共有）で我が国は初めて安心できる。世界一の軍事強国に戦争を挑む国はない。

（宗教）量子力学は、限りなく仏教哲学に近づいた。認識できない世界の認識については「禅」を研究せよ。

世界は「関係」でできている: 美しくも過激な量子論単行本

カルロ・ロヴェッリ (著),冨永 星 (翻訳) NHK出版

（邪教について）「罪」の意識を持たせて、その解決のために宗教を与える、そのような教団はみな「邪教」と

疑うべき。「日本悪玉論、贖罪史観」で、罪の意識を持たせた左翼こそ、統一教会とグルだったのではないか。

現代は「邪教」が多すぎる。日本人は古代より、神仏へのご縁によって、問題が良い方向に向かう正道があるこ

と、なかなか良い結果が出なくても、そこに神仏の「諭し」があること、それを見つける努力を、自身がせねば

ならないことなどを良くを知っていた。

教団への献金は「おかげ」があってするのが正道、恐怖を持たせて、信仰へと誘うのは邪教である。

（以下全部ほぼ復習）今年は世界史分水嶺の年だった。戦後77年。本年2月24日以後は別の歴史時間に入った。

明治維新から77年で大東亜戦争終戦。それから丁度77年目が今年。エリザベス女王、ゴルバチョフ、そして我

が安倍晋三氏が凶弾に倒れ、国連は機能していない。

世界経済も崩壊しつつある。アメリカも何か根本が崩れつつある。乱世である。民主主義そのものがが危機。

現在は『世界戦国時代』であり、誰が「家康」になるかは決まっていない。日本が徳川家康になる道が人類を救えるな

ら、それを模索すべき。他にもっと優れた国家、指導者がいるか？

宇宙的な、『日本プログラム』は必ずある。世界史年表の日本を見よ。

日英同盟復活はますます歴史の必然

戦後77 年の延長を未来は許してくれない。安倍元首相は、吉田茂氏の 1000 倍偉かったことが分かる歴史が始まる。

萩生田氏の「トマホーク」１０００発構想。大変宜しい。イプシロンロケット失敗、スパイはいないか？

（現下、常に留意、意識すべきこと）

①。アイヌを先住民とする間違った法律は【外患誘致】の動機が隠されている。北海道が危ない。
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②(空海の事）四国と、高野山。安倍元首相の御霊は、すでに。御国を守る守護霊となられ、すでに、その結界

が形成された。憲法改正。再軍備、核武装（核シェアリング）安倍氏の構想は、安倍氏の霊力ですべて実現する。

③２月 24 日以前と、以後は、世界は違った歴史時間。来年は別の時代に入る。我が国はロシアと「戦争中」で

ある。ロシアは北海道の領有権まで主張。過去 77 年間「平和条約」を結んでいないのだから、本当だったら、

国後、択捉どころか、千島全島、カムチャッカ迄我が国が占領しても、我が国に大義はある。シベリア強制連行、

条約違反、日本人への戦争犯罪、１０００兆円の賠償を求めても良い。お人好しの日本は今年で終わり。来年か

ら怖い日本にならねばならない。）

日本は世界情勢の観察者ではなく、自身が重要な、世界情勢の関数である。そのことを国民が知らねばならない

終末核戦争はない。人類の世界は日本があり、我々は導かれている。宇宙における人間原理の可能性大。

④仮想現実論。最近の動画。神秘主義、スピリチュアリスムと思われていたことは量子力学、宇宙論で蘇る。

誰かが地球を守っている、巨大隕石の空中爆発は偶然ではない

2013年にロシアに落ちた隕石のこと。地球上の場所が持つ意味。ツングース大爆発。

宇宙の全てを記録している、全知の「アカシックレコード」の正体

⑤拉致問題。一番早道は我が国の核武装、重武装。 （ご参考）動画「北朝鮮版・青い山脈」「同 修学旅行」等

「北朝鮮」は、早く我が国が目覚めることを願って、ミサイルを撃ってくれている。

日本が核武装してあげなければ、北が核を持ったままの半島統一は国際的に許されるはずがない。

日朝平和友好条約を結んだら、韓国の存在理由がなくなる。日本はびた一文金を払ってはいけない。高句麗存が在し

た聖徳太子の時代を想起せよ。 チャイナが、ロシアの「特別軍事作戦」と同じことができる法的根拠を整えた。台湾侵

略は「戦争」ではなく、  「軍隊の戦争以外の軍事行動」となる。

⑥核融合炉実現で日本は勝てる。

⑦ 「国家論」がなければ天下はとれない。「緊縮経済論」では日本が消滅する。

⑦西暦2040年、我々は日本を完全に再興しおわっており『紀元2700年祭』を盛大に挙行せねばならない。

⑧ロシア連邦崩壊後、国連の常任理事国はどうなる？ チャイナ共産党崩壊後、国連常任理事国にチャイナの後

継国家が就任する事はあってはならない。東アジアの常任理事国は我が国でなければならない。

⑨アメリカの『因果応報』はこれから。地霊。カリフォルニア。多言語。「銃、病原菌、鉄」。

アメリカはそう長く持たない。我が国は早く目覚めよ。

⑩日本文明の本質が奴隷がいないことだとすれば、これが「日本的経営」の本質と同じであることが分かる。

しかし日本文明が機能していないので、その代役をアメリカが行っている。。

⑪国際宇宙ステーション⑫「ウクライナ危機」など、我が国の姿勢一つで。初めから起きなかった事は自明。

⑬ウクライナが必ず、自力で復興できる秘密がある。

ネット(的なもの)を通じた、人類史的ミッションを感受する日本人（又は世界人）の集合的無意識＝マルクス・

アウレリウスのような精神、天皇陛下のような宇宙精神が破魔矢に乗る。人々よ、この戦線に参加せよ。(終)
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（推薦図書）

「世界は関係でできている」（NHK出版）カルロ・ロベッリ

「日本滅亡論」（経営科学出版）藤井聡     「財政破綻論の嘘」（経営科学出版）三橋貴明

「裏から見た支那人」（DIRECT）笠井孝

「死は存在しない」「運気を磨く」（光文社）田坂広志 「すべては導かれている」（PHP）田坂広志

「自省録」（岩波文庫）マルクス・アウレリウス

「世界から恐れられた7人の日本人」（DIRECT）丸谷元人

「日本人だけが知らなかった安倍晋三の真実」（ワニブックス）西村幸祐

「吉田茂という病」（自由社）杉原誠四郎x 波多野澄雄     

「がんで余命ゼロと言われた私の死なない食事」（幻冬舎）神尾哲夫

「統治者フィリップ・ドルー」（高木書房）エドワード・マンデル・ハウス 林千勝 監訳・解説

「世界のニュースを日本人は何も知らない」①②③（ワニブックス）谷本真由美

「日本をウクライナにさせない」（WAC）大高未貴     「花と火の帝」（日本経済新聞社）隆慶一郎

「1945私の満州脱出記」稲毛幸子 （ハート出版）

「空海と密教」（祥伝社黄金文庫）ひろさちや     

「韓非子 悪とは何か」（産経セレクト）加地信行

「マインドコントロールの恐怖」 (ノンフィクションブックス)スティーヴンハッサン

『国連の正体』（DIRECT）藤井厳喜         「マネーモンスター中華帝国の崩壊」（DIRECT）藤井厳喜

「アメリカの小学生が学ぶ歴史教科書」（ジャパンブック）村田薫                 

「妻子の死からホームレス支援へ」（アートビレッジ）石黒大圓    

「アメリカの崩壊」（方丈社）山中泉 「日本人に隠しておけないアメリカの崩壊」（ハート出版）マックス・シュラー

『良心をもたない人々 』（草思社文庫）マーサスタウト

「我、国連でかく戦えり」（ワニ・プラス）藤木俊一        「不況克服の経済学」（同文館出版）丹羽春喜

「高等科 国史」（ハート出版）三浦小太郎 「興亜の大業」（経営科学出版）松岡洋右

「英国諜報員 アシェンデン」（新潮文庫）サマセット・モーム

「親日韓国人ですが、何か？」（悟空出版）ＷＷＵＫ×呉善花  

「Hanada大村知事リコール」    「失われた日本人と人類の記憶」（矢作直樹・並木良和）

「地図で見るロシアハンドブック」（原書房）          「国難と北条時宗」（DIRECT）関靖

       「国難と北条時宗」（DIRECT）関靖

「逝きし世の面影」（平凡社）渡辺京二            

「太平洋戦争の大噓」（DIRECT）藤井厳喜

「銃、病原菌、鉄」。（草思社文庫）ジャレド・ダイアモンド    

「国家の尊厳」「違和感の正体」「バッシング論」（新潮新書）先崎彰容    

「自立国家日本のつくり方」（DIRECT）北野幸伯  

「ケーキの切れない非行少年たち」（新潮新書）宮口幸治

「ウクライナからの教訓」クライテリオン2022、７月号

『ポリコレの正体』（方丈社）福田ますみ 「神に近づくには波長を合わせればいい！」（風雲舎）安江邦夫・山本

「一人の力で日経平均を動かせる男の投資哲学」（角川書店）cis

『頓悟入門』禅の語録6（筑摩書房）平野宗浄

（南木が繰り返し推薦する名著） 「隠れていた宇宙 下」（早川書房）ブライアン・グリーン

「ツキの大原則」（現代書林）西田文郎

（その他 映画 等）「フライング・タイガー」DVD 1942年アカデミー賞受賞作 主演 ジョン・ウェイン ・・

アメリカが先に参戦していた事の自白に等しい。「モロッコ」DVD 1930年 主演 マレーネ・ディートリッヒ

主演・・戦場慰安婦は万国共通。 （以上）


